
研
究
ノ
ー
ト

　
　
　
　
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
の
法
学
者

　
　
　
　
　
　
　
‐
ホ
ア
キ
ー
ン
・
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
と
ロ
ベ
ル
ト
・
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
　
川
　
　
和
　
　
彦

　
　
　
　
　
　
一

　
筆
者
は
、
先
に
、
別
稿
で
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
け
る
経
済
法
学
の
研
究
に
お
い
て
ョ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
の
二
人
の
学
者
｜
ド
イ

ツ
出
身
の
ロ
ベ
ル
ト
・
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
出
身
の
カ
ミ
ロ
・
ヴ
ィ
テ
ル
ボ
ー
が
、
い
わ
ば
先
駆
的
な
役
割

を
果
し
、
そ
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
学
界
で
活
躍
し
た
、
ま
た
は

し
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
の
法
律
学
者
は
右
の
二
人
に
限
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
私
の
知
る
限
り
で
も
、
そ
の
他
に
、
商
法
の
ホ

ア
キ
ー
ン
・
ロ
ド
リ
ー
ー
ゲ
ス
、
民
事
訴
訟
法
の
ア
ル
カ
ラ
ｌ
＝
サ
モ
土
ラ
、
法
史
学
の
オ
ツ
・
カ
プ
デ
キ
ー
な
ど
の
ス
ペ
イ
ン
出
身

の
学
者
の
名
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
稿
は
、
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
お
よ
び
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
に
焦
点
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
の
法
律
学
者
を
ラ
テ
ン

　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
学
者
の
一
つ
の
タ
イ
プ
と
し
て
取
上
げ
て
、
若
干
の
考
察
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
の
法
学
者
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（
―
）
　
中
川
和
彦
稿
「
チ
リ
に
お
け
る
経
済
法
日
」
『
成
城
大
学
経
済
研
究
』
二
九
号
（
六
九
年
九
月
）
一
一
一
ぺ
ｌ
ジ
、
同
『
ラ
テ
ン
・
ア

　
　
　
　
　
メ
リ
カ
に
お
け
る
経
済
法
」
『
経
済
法
』
一
三
号
（
経
済
法
学
会
　
七
〇
年
一
〇
月
刊
）
二
一
ぺ
ｌ
ジ
、
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
二

一
　
学
者
の
国
際
的
移
動
は
、
今
日
、
い
わ
ゆ
る
頭
脳
の
流
出
と
い
う
現
象
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
よ
り
高
い
水

準
の
収
入
、
恵
ま
れ
た
研
究
設
備
、
専
門
知
識
を
尊
重
す
る
環
境
な
ど
に
ひ
か
れ
て
、
研
究
環
境
の
劣
悪
な
、
恵
ま
れ
ざ
る
国
の
学

者
・
専
門
家
が
流
出
す
る
こ
と
で
、
こ
こ
に
い
う
学
者
・
専
門
家
と
は
、
本
来
の
意
味
で
は
、
社
会
科
学
・
人
文
科
学
な
ど
の
部
門

の
専
門
学
者
を
も
含
む
の
で
あ
る
が
、
現
在
、
流
出
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
主
と
し
て
技
術
者
お
よ
び
自
然
科
学
部
門
の
学
者

で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
け
る
頭
脳
流
出
は
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
お
い
て
も
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
チ

リ
、
ぺ
ル
ー
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
な
ど
で
堂
大
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
特
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
の
流
出
が
顕
著
で
あ
り
、
今
日
、

米
国
に
居
住
す
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
人
の
専
門
家
の
数
は
一
万
名
に
近
い
と
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
の
頭
脳
流
出
」
『
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
時
報
』
一
九
六
七
年
一
二
月
一
二
日
号
、
七
ペ
ー
ジ
な
い
し
一
六
ぺ
ｌ

　
　
　
　
　
ジ
、
参
照
。

二
　
と
こ
ろ
で
、
本
稿
の
課
題
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
法
律
学
者
の
移
住
も
、
前
述
の
限
定
的
の
も
の

で
は
な
く
、
広
い
意
味
の
頭
脳
の
流
出
の
一
つ
で
あ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
が
、
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
と
比
べ
て
、
ラ

テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
お
け
る
教
授
の
研
究
条
件
は
極
め
て
劣
悪
で
あ
っ
て
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
大
学
へ
の
転
出
は
、
前

述
し
た
頭
脳
流
出
の
一
般
的
方
向
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
法
律
学
者
の
場
合
、
研
究
の
対
象
で
あ
る
法
制
が
国
に
よ
り
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異
な
る
と
い
う
事
情
が
あ
る
外
に
、
言
語
と
い
う
大
き
な
障
害
が
あ
る
。

　
そ
の
上
に
学
界
特
有
の
事
情
を
も
考
慮
す
る
と
、
言
語
が
共
通
す
る
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
出
身
の
学
者
で
あ
っ
て
も
、

移
住
後
も
学
者
と
し
て
の
生
活
を
継
続
す
る
た
め
に
は
非
常
な
困
難
を
件
う
も
の
と
予
見
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た

が
っ
て
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
は
、
も
と
も
と
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
で
あ
っ
て
、
そ
の
独
立
後
も
、
現
在

に
至
る
ま
で
多
く
の
移
民
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
受
け
い
れ
て
い
る
か
ら
、
学
者
も
移
住
す
る
と
単
純
に
言
い
ざ
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
あ
る
。

　
一
般
の
技
術
者
の
移
住
の
場
合
に
比
べ
る
と
、
法
律
学
者
の
移
住
に
お
い
て
は
、
受
入
国
側
の
よ
ほ
ど
す
ぐ
れ
た
受
入
条
件
の
存

在
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
は
当
然
と
し
て
、
そ
の
上
に
、
自
国
か
ら
の
流
出
な
い
し
脱
出
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
よ
う
な
特
殊
な
事

変
の
発
生
と
、
さ
ら
に
、
学
者
と
し
て
の
生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
の
学
者
白
身
の
能
力
ー
特
に
語
学
の
才
能
が
な
け
れ
ば
な
る

ま
い
。
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三
　
筆
者
の
知
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
法
律
学
者
の
若
干
の
事
例
ｌ
ズ
ペ
イ
ン
か
ら
の
ホ
ア
キ
ー

ン
・
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
、
オ
ツ
・
カ
プ
デ
キ
ー
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
カ
ミ
ロ
・
ヴ
ィ
テ
ル
ボ
、
お
よ
び
ド
イ
ツ
か
ら
の
ロ
ベ
ル
ト
・
ゴ

ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
次
に
紹
介
し
よ
う
。

　
結
論
的
に
、
共
通
す
る
特
色
を
若
干
あ
げ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
学
者
は
い
ず
れ
も
、
一
九
三
〇
年
代
の
後
半
か
ら
一
九
四
〇
年
に
か

け
て
、
す
な
わ
ち
、
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
前
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
脱
が
れ
て
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
渡
航
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の

時
期
が
、
一
般
的
に
言
っ
て
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
拡
張
期
で
あ
っ
た
た
め
も
あ
っ
て
、
教
授
陣
が
不
足
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
、
前
述
の
法
律
学
者
の
過
半
数
が
ス
ペ
イ
ン
出
身
者
で
あ
り
、
言
語
に
つ
き
何
ん
ら
障
害
な
く
、
イ
タ
リ
ア
出
身
者
に
つ
い

て
も
、
大
き
な
障
害
が
見
ら
れ
ず
、
ド
イ
ツ
出
身
の
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
場
合
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
語
学
に
つ
き
す
ぐ
れ

た
能
力
を
有
す
る
方
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
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四
　
ヴ
ィ
テ
ル
ボ
(
C
a
m
i
r
o

V
i
t
e
r
b
o
)
は
、
一
九
四
八
年
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
「
商
法
・
経
済
法
論
集
」
(
E
n
s
a
y
o
s

d
e

D
e
r
e
c
h
o

C
o
m
e
r
c
i
a
l

y

E
c
o
j
i
o
m
i
c
o
.
c
o
n

p
r
o
l
o
g
o

d
e

D
r
.

L
e
o
p
o
l
d
o

M
e
l
o
｡

1
9
4
8
｡

B
u
e
n
o
s

A
i
r
e
s
｡
T
i
p
o
g
r
a
f
i
c
a

E
d
i
t
o
r
a

A
r
g
e
n
-

t
m
a
｡

X
V
十
μ
な
･
)
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
こ
の
論
集
の
メ
ロ
博
士
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ィ
テ
ル
ボ
は
、
有
名
な
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ン
テ

の
弟
子
で
あ
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
の
カ
グ
リ
ア
リ
(
c
品
目
旨
)
お
よ
び
ミ
ラ
ノ
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
が
、
フ
ァ
シ
ス
タ
政
府
の

た
め
に
、
南
米
に
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
チ
リ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ウ
ル
グ
ア
イ
各
地
の
大
学
で
講
議
し
て
い
る
、

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
同
論
集
の
扉
の
肩
書
に
は
、
モ
ー
ダ
ナ
大
学
正
教
授
と
あ
る
。

　
そ
の
後
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
学
界
で
活
躍
し
て
お
ら
ず
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
フ
ァ
シ
ス
タ
政
府
が

崩
壊
す
る
と
、
イ
タ
リ
ア
に
帰
国
さ
れ
た
由
で
あ
る
。
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五
　
オ
ツ
・
カ
プ
デ
キ
ー
{
}
0
s
e

M
.

U
t
s

y
c
召
d
j
S
)
は
ス
ペ
イ
ン
の
法
制
史
学
者
ー
特
に
、
ス
ペ
イ
ン
の
統
治
時
代
の
ラ

テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
法
制
史
の
研
究
で
著
名
で
あ
る
。

　
一
九
四
一
年
に
公
刊
さ
れ
た
書
物
≒
a
n
u
a
l

d
e

H
i
s
t
o
r
i
a

d
e
l

D
e
r
e
c
h
o

e
s
p
a
n
o
l

e
n

l
a
s

I
n
d
i
a
s

y

d
e
l

D
e
r
e
c
h
o

p
r
o
p
i
a
m
e
n
t
e

i
n
d
i
a
n
o
｡

1
9
4
3
｡

B
u
e
n
o
s

A
i
r
e
s
の
序
文
を
見
る
と
、
「
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ボ
ゴ
タ
に
て
擱
筆
」
と
あ
り
、
一
九

四
〇
年
頃
、
す
で
に
南
米
に
亡
命
し
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
最
近
の
著
作
を
み
る
と
、
ス
ペ
イ
ン
に
帰
国
し
、
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ア

大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
教
授
の
著
作
を
若
干
を
あ
げ
よ
う
。

　
　
Ｅ
ｌ
　
Ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｏ
　
ｅ
ｓ
ｐ
ａ
ｎ
ｏ
ｌ
　
ｅ
ｎ
　
ｌ
ａ
ｓ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ
ｓ
｡
　
　
１
９
４
１
｡
　
　
Ｍ
ｅ
ｘ
ｉ
ｃ
ｏ
｡
　
　
Ｉ
０
）
・
哨
・
（
哨
ｏ
ｌ
ｏ
ｄ
Ｑ
ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
　
Ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｃ
ａ
）
｡
　
　
　
１
８
４
ｐ
.

　
　
Ｅ
ｓ
ｐ
ａ
ｎ
ａ
　
ｅ
ｎ
　
Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
:
　
　
Ｅ
ｌ
　
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｍ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
　
ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
ｒ
ａ
ｓ
　
ｅ
ｎ
　
ｌ
ａ
　
ｅ
ｐ
ｏ
ｃ
ａ
　
ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｎ
ｉ
ａ
ｌ
｡
　
　
１
９
５
９
｡
　
　
　
Ｍ
ｅ
ｘ
ｉ
ｃ
ｏ
｡
　
　
　
］
０
）
・
哨
・
（
哨
ｏ
ｌ
ｏ

　
ｄ
Ｑ
Ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
　
ｌ
ｉ
ｃ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｃ
ａ
）
｡
　
　
　
１
４
５
ｐ
.

　
　
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ｉ
ｔ
ｕ
ｃ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
｡
　
　
１
９
５
９
｡
　
　
Ｂ
ａ
ｒ
ｃ
ｅ
ｌ
ｏ
ｎ
ａ
　
（
Ｓ
ａ
ｌ
ｖ
ａ
ｔ
　
Ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
｡
　
Ｓ
.
　
Ａ
.
）
｡

ｘ
ｉ
ｉ
＋
ｔ
)
４
≪
ｐ
.

　
　
Ｈ
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ａ
　
ｄ
ｅ
ｌ
　
Ｄ
ｅ
ｒ
ｅ
ｃ
ｈ
ｏ
　
Ｅ
ｓ
ｐ
ａ
ｎ
ｏ
ｌ
　
ｅ
ｎ
　
Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
　
ｙ
　
ｄ
ｅ
ｌ
　
Ｄ
ｅ
ｒ
ｅ
ｃ
ｈ
ｏ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ
ｎ
ｏ
｡
　
　
　
１
９
６
８
｡
　
　
　
Ｍ
乱
ｒ
ｉ
ｄ
　
（
Ａ
ｇ
ｕ
ｉ
ｌ
ａ
ｒ
）
｡
　
　
　
ｘ
ｘ

　
ｉ
ｖ
＋
呂
哨
？
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三

一
　
ホ
ア
キ
ン
・
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
(
J
o
a
q
u
i
n

R
o
d
r
i
g
u
e
z

y

R
o
d
r
i
g
u
e
z
)
は
商
法
学
者
で
、
一
九
四
九
年
八
月
一
〇
日
、
メ
キ
シ

コ
で
逝
去
さ
れ
た
。
一
九
一
〇
年
の
生
ま
れ
と
い
う
か
ら
、
三
九
才
の
若
さ
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
時
、
教
授
は
、
国
立
メ
キ
シ
コ
自
治
大
学
附
属
比
較
法
研
究
所
の
主
任
教
授
(
回
a
o
｢
T
l
n
'
･
o
｣
を
勤
め
て
い
た
事
情
も

あ
っ
て
、
同
研
究
所
の
紀
要
B
o
l
e
t
i
n

d
e
l

I
n
s
t
i
t
u
t
o
d
e

D
e
r
e
c
h
o

C
o
m
p
a
r
a
d
o

d
e

M
e
x
i
c
o
｡

N
o
.

5

(
M
a
y
o
-
A
g
o
s
t
o

1
9
4
9
)
に
教
授
の
追
悼
記
事
が
掲
裁
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
教
授
に
つ
い
て
記
す
。

　
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ド
リ
ー
ド
大
学
で
、
ホ
ア
キ
ー
ン
・
ガ
リ
ー
ゲ
ス
(
J
o
a
q
u
i
n
G
a
r
r
i
g
u
e
s
)
教
授
の
助
手

　
(
p
r
e
p
a
r
a
d
o
r
)
と
し
て
学
究
生
活
を
始
め
、
次
い
で
、
カ
ナ
リ
ー
諸
島
の
ラ
・
ラ
グ
ー
ナ
(
L
a

L
a
g
u
n
a
)
大
学
お
よ
び
ヴ
ァ
レ
ン

シ
ア
(
ぺ
叱
a
F
)
大
学
の
教
授
を
歴
任
し
た
後
、
一
九
三
六
年
、
メ
キ
シ
コ
に
渡
っ
た
。

　
一
九
三
六
年
と
言
え
ば
、
二
月
に
ス
ペ
イ
ン
の
総
選
挙
に
お
い
て
、
人
民
戦
線
派
が
勝
利
を
収
め
た
の
に
対
し
、
七
月
、
フ
ァ
シ

ス
ト
側
が
蜂
起
し
、
内
戦
が
始
り
、
は
や
く
も
、
一
一
月
に
は
首
都
マ
ド
リ
ド
が
フ
ァ
シ
ス
ト
側
に
包
囲
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
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メ
キ
シ
コ
で
は
、
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
は
国
立
メ
キ
シ
コ
大
学
法
学
部
お
よ
び
モ
ン
ト
レ
ー
工
科
大
学
(
r
医
g
o
T
e
c
n
o
l
o
g
i
c
o

d
e

M
o
n
t
e
r
r
e
y
)
の
教
檀
に
立
つ
と
同
時
に
、
国
立
メ
キ
シ
コ
大
学
で
は
私
法
研
究
室
お
よ
び
商
法
研
究
室
の
主
任
教
授
も
勤
め
、
ま

た
比
較
法
研
究
所
に
も
所
属
し
、
さ
ら
に
、
破
産
法
の
草
案
起
草
者
、
商
法
典
参
考
草
案
起
草
委
員
と
し
て
、
メ
キ
シ
コ
の
立
法
事

業
に
参
加
し
、
か
つ
、
中
米
の
ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
国
の
商
法
典
草
案
の
起
草
に
も
あ
た
る
な
ど
、
商
法
関
係
の
教
育
・
立
法
お
よ
び
研

究
の
三
面
で
活
躍
さ
れ
た
。

　
教
授
に
は
多
く
の
著
作
が
あ
る
。
そ
の
処
女
作
は
、

　
　
C
o
n
c
e
p
t
o

d
e

l
o
s

A
g
e
n
t
e
s

d
e

C
o
m
e
r
c
i
o
｡

c
o
n

e
s
p
e
c
i
a
l

C
o
n
s
i
d
e
r
a
c
i
o
n

a
l

D
e
r
e
c
h
o

E
s
p
a
n
o
l
｡

1
9
3
3
｡

　
小
冊
な
が
ら
、
こ
れ
が
ス
ペ
イ
ン
で
公
刊
さ
れ
た
教
授
の
唯
一
の
著
作
で
あ
っ
て
、
メ
キ
シ
コ
に
渡
航
し
た
後
、
一
九
三
九
年
に

後
述
の
三
点
を
公
表
す
る
ま
で
、
六
年
間
、
何
ん
ら
業
積
が
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
間
、
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
教
授
は
、
そ
の
す
べ

て
を
フ
ァ
シ
ス
ト
と
戦
う
共
和
国
に
つ
く
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
一
九
三
九
年
に
メ
キ
シ
コ
で
公
刊
さ
れ
た
の
は
次
の
三
点
で
あ
る
。

　
　
D
a
t
o
s

p
a
r
a

u
n

e
s
t
u
d
i
o

d
e

l
a
s

a
d
q
u
i
s
i
c
i
o
n
e
s

d
e

u
n

n
o

t
i
t
u
l
a
r
.

C
o
n
c
e
p
t
o

d
e

l
o
s

a
g
e
n
t
e
s

d
e

c
o
m
e
r
c
i
o

e
n

D
e
r
e
h
o

c
o
m
p
a
r
a
d
o
｡

c
o
n

e
s
p
e
c
i
a
l

c
o
n
s
i
d
e
r
a
c
i
d
n

a
l

D
e
-

r
e
c
h
o

e
s
p
a
n
o
l

y

d
e
l

m
e
x
i
c
a
n
o
.

A
p
u
n
t
e
s

s
o
b
r
e

o
r
g
a
n
i
z
a
c
i
o
n

d
e

e
m
p
r
e
s
a
s
.

以
後
､
次
の
よ
う
な
著
作
を
発
表
さ
れ
た
｡

　

N
o
t
a
s

d
e

D
e
r
e
c
h
o

M
e
x
i
c
a
n
o
｡

a

l
a
t
r
a
d
u
c
c
i
6
n

d
e
T
Q
n
a

a
l

"
D
e
r
e
c
h
o

M
e
r
c
a
n
t
i
l
"
｡
d
り
T
u
l
i
o

A
s
c
ａ
ｒ
ｅ
ｌ
ｌ
ｉ
｡
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E
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M
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r
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t
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o
n
e
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h
i
b
l
i
o
g
r
a
f
i
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l
a

L
e
y

d
e
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u
i
e
b
r
a
s
｡

1
9
4
2
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A
P
u
n
t
e
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p
a
r
a

u
n
a

r
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e
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r
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i
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9
4
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c
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i
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L
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e

S
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9
4
7
.

o
e
p
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r
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o
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d
e
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e
n
e
s

e
n

l
a
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a
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（
１
）

二
　
次
に
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
の
商
法
学
の
一
端
に
ふ
れ
る
こ
と
と
し
、
そ
の
著
書
C
u
r
s
o

d
e

D
s
r
e
c
h
o
M
e
r
c
a
n
t
i
l
に
よ
っ
て
､

そ
の
商
法
論
を
瞥
見
し
よ
う
。

　
ロ
ド
リ
ー
ー
ゲ
ス
は
、
従
来
、
説
か
れ
て
来
た
種
々
の
説
を
批
判
し
た
後
に
、
自
説
を
展
開
す
る
。

　
ま
ず
、
商
法
の
概
念
を
歴
史
の
投
影
に
お
い
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
歴
史
的
方
法
、
商
法
を
商
に
関
す
る
法
と
し
て
、
商
の
経
済

的
な
意
味
か
ら
商
法
の
概
念
を
求
め
よ
う
と
す
る
考
え
方
を
却
け
、
次
い
で
立
法
者
が
商
的
と
み
な
す
生
活
関
係
の
分
析
か
ら
、
商

の
法
律
的
な
意
味
を
と
ら
え
、
そ
れ
か
ら
商
法
の
概
念
を
求
め
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
、
ロ
ッ
コ
（
回
g
o
)
の
考
え
方
、
タ
レ
ー

ル
(
T
h
a
l
l
e
r
)
の
考
え
方
を
批
判
し
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ン
テ
(
ぺ
才
呂
g
)
、
リ
ョ
ン
・
カ
ー
ン
(
L
y
o
n
c
S
己
、
ガ
リ
ー
ゲ
ス
(
G
a
r
r
i
g
u
e
s
)
’

テ
ー
ナ
(
T
a
ろ
の
考
え
方
を
消
極
的
に
す
ぎ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
で
、
商
法
を
法
律
行
為
の
集
団
取
引
の
法
で
あ
る
と

す
る
ヘ
ッ
ク
(
H
e
c
k
)
の
考
え
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
批
判
を
丁
寧
に
紹
介
し
た
後
、
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
は
、
現
行
商
法
は
大
量
に
実

行
さ
れ
る
行
為
に
適
用
さ
れ
る
、
と
ヘ
ッ
ク
の
考
え
を
一
応
肯
定
し
な
が
ら
、
大
量
に
実
行
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
商
事
と
み

な
さ
れ
得
な
い
行
為
（
た
と
え
ば
、
貸
家
、
労
働
契
約
な
ど
）
が
、
少
数
で
あ
る
と
し
て
も
存
在
す
る
こ
と
を
無
視
で
き
な
い
、
と
ヘ
ッ

ク
の
説
を
批
判
し
て
、
次
の
、
商
法
＝
企
業
法
説
の
検
討
に
入
る
。

　
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
は
企
業
法
説
の
代
表
で
あ
る
ヴ
ィ
ｌ
ラ
ン
ト
(
W
i
e
l
a
n
d
)
お
よ
び
モ
ッ
サ
(
ど
(
S
S
)
の
説
く
と
こ
ろ
を
紹
介
し

た
後
、
自
説
を
次
の
よ
う
に
展
開
す
る
。

　
「
現
代
の
商
法
が
、
実
際
上
、
大
量
に
行
な
わ
れ
る
行
為
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
大
量
取
引
の
需
要
の
必

要
と
す
る
特
別
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
量
に
行
な
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
商
的
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
少
数
の
行
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為
の
存
す
る
こ
と
を
無
視
で
き
な
い
。

　
次
に
、
現
代
の
商
法
は
、
実
際
に
、
企
業
の
設
立
、
法
律
制
度
お
よ
び
活
動
を
規
制
す
る
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
企
業
に
つ
い
て

分
析
し
て
も
、
商
的
と
み
な
さ
れ
る
若
干
の
企
業
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
。

　
右
の
二
つ
の
組
準
は
基
本
的
に
は
正
し
い
。
し
か
し
、
二
つ
と
も
修
正
を
必
要
と
す
る
。
」

　
そ
し
て
、
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
は
、
右
の
二
つ
の
規
準
（
概
念
の
定
め
方
）
を
統
合
し
て
、
商
法
の
概
念
を
得
よ
う
と
す
る
。

　
「
商
法
と
は
、
企
業
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
大
量
行
為
に
関
す
る
法
で
あ
る
。
こ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
商
法
が
規
制
す
る
の

は
、
大
量
行
為
す
べ
て
で
は
な
く
、
企
業
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
大
量
行
為
で
あ
り
、
ま
た
、
企
業
は
す
べ
て
、
ま
た
、
企
業
活
動
の

す
べ
て
が
商
法
の
対
象
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
商
法
の
規
制
を
受
け
る
の
は
大
量
行
為
を
行
う
企
業
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
企
業
に
関
す
る
も
の
の
み
で
あ
る
」
と
い
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
孤
立
的
商
行
為
は
商
法
か
ら
排
除
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
な
り
、
商
人
と
は
企
業
の
名
議
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三
　
経
済
法
に
つ
い
て
、
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
は
多
く
を
述
べ
て
い
な
い
。
前
述
の
書
物
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
「
近
代
的
商
法
は
社
会
的
方
向
、
公
共
の
利
益
に
悩
ん
で
い
る
。
商
法
の
こ
の
公
共
化
・
社
会
化
へ
の
方
向
は
現
代
の
要
請
で
あ

り
、
新
し
い
法
的
良
心
の
要
請
で
あ
り
、
経
済
法
、
特
に
い
わ
ゆ
る
公
私
合
弁
会
社
の
発
展
を
介
し
て
、
商
法
の
公
法
化
に
よ
り
実
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現
さ
れ
る
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
四

一
　
以
上
の
法
律
学
者
が
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
と
い
う
ラ
テ
ン
系
の
国
の
出
身
者
で
あ
る
の
に
対
し
、
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ

ト
は
ド
イ
ッ
出
身
で
あ
り
、
特
異
な
存
在
で
あ
る
。

　
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
母
国
は
ド
イ
ツ
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
語
は
ラ
テ
ン
系
の
言
語
ほ
ど
ス
ペ
イ
ン
語
に
対
し
親
近
性
が
な
く
、

ま
た
、
ド
イ
ツ
法
は
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
法
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
ラ
テ
ン
系
の
立
法
の
そ
れ
ほ
ど
で
は

な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
利
な
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
学
者
と
し
て
の
生

活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
指
導
的
な
地
位
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
一
つ
に
は
、
彼
の
す
ぐ
れ
た
学
識
・
才
能
に
よ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ニ
　
ロ
ベ
ル
ト
・
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
(
R
o
b
e
r
t
o
G
o
l
d
s
c
h
m
i
d
t

L
a
n
g
e
)
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
ヽ
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
父
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

し
て
、
一
九
〇
七
年
七
月
四
日
ベ
ル
リ
ン
で
生
ま
れ
た
。
父
の
ジ
ェ
ｌ
ム
ス
も
法
律
家
で
、
伯
父
が
有
名
な
ハ
ン
ス
で
あ
る
。

　
長
じ
て
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
学
び
、
一
九
三
二
年
、
ド
ク
ト
ル
の
学
位
を
授
与
さ
れ
、
直
ち
に
、
ベ
ル
リ
ン
市
の
民
事
裁
判
官

　
{
J
u
e
z
C
i
v
'
}
)
に
任
じ
ら
れ
た
。

　
こ
の
一
九
三
二
年
と
い
う
年
は
、
ナ
チ
ス
が
総
選
挙
で
第
一
党
と
な
っ
た
年
で
、
翌
三
三
年
三
月
に
、
ヒ
と
フ
ー
は
、
国
会
放
火

事
件
を
利
用
し
て
、
共
産
党
に
弾
圧
を
加
え
た
上
で
総
選
挙
を
行
な
い
、
さ
ら
に
「
授
権
法
」
を
議
会
に
承
認
さ
せ
て
、
ワ
イ
マ
ｌ
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ル
憲
法
を
事
実
上
廃
止
し
、
ナ
チ
ス
の
一
党
独
裁
制
を
樹
立
さ
せ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
政
治
情
勢
の
変
革
に
と
も
な
い
、
ロ
ベ
ル
ト
・
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
就
任
し
た
ば
か
り
の
裁
判
官
の
職
を
辞
し

て
、
イ
タ
リ
ア
に
脱
出
、
フ
ロ
レ
ン
ス
大
学
に
学
び
、
翌
一
九
三
四
年
、
同
大
学
で
法
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
、
ミ
ラ
ノ
の
カ
ト

リ
ッ
ク
大
学
の
助
手
の
職
を
得
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
平
穏
な
生
活
も
長
続
き
し
な
か
っ
た
。
一
九
三
五
年

に
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
が
始
り
、
翌
三
六
年
、
イ
タ
リ
ア
は
ド
イ
ツ
と
と
も
に
、
ス
ペ
イ
ン
の
フ
ラ
ン
コ
軍
を
積
極
的
に
援
助
し
、
独

・
伊
の
枢
軸
が
な
っ
た
。
こ
の
年
、
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
イ
タ
リ
ア
を
去
り
、
ス
イ
ス
に
移
り
、
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
大
学
で

商
法
お
よ
び
労
働
法
の
教
鞭
を
と
っ
た
が
、
一
九
四
一
年
（
太
平
洋
戦
争
の
始
っ
た
年
）
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
当
初
は
ウ
ル
グ
ァ
イ
の

モ
ン
テ
ヴ
ィ
デ
オ
大
学
で
講
議
し
た
が
、
ほ
ど
な
く
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
移
り
、
コ
ル
ト
バ
大
学
法
学
部
で
一
九
五
三
年
ま
で
講
義

を
行
っ
た
。
こ
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
滞
在
中
に
、
経
済
法
に
関
す
る
論
文
を
い
く
つ
か
書
い
て
い
る
。

　
一
九
五
三
年
、
商
法
改
正
事
業
の
顧
問
と
し
て
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
ェ
ラ
政
府
（
司
法
省
）
の
招
き
を
受
け
、
カ
ラ
カ
ス
に
転
住
し
た
。
そ

こ
で
、
同
国
の
立
法
事
業
に
参
画
す
る
か
た
わ
ら
、
セ
ン
ト
ラ
ル
大
学
(
‘
に
I
n
i
v
e
s
i
d
a
d
C
Q
ぽ
I
ふ
e
V
e
n
e
z
u
e
l
a
)
お
よ
び
ア
ン
ド

レ
ス
・
ベ
シ
ョ
記
念
の
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
(
U
n
i
v
e
r
s
i
d
a
d

C
a
t
o
l
i
c
aA
n
d
r
e
s

B
e
回
)
で
教
鞭
を
と
り
、
セ
ン
ト
ラ
ル
大
学
で
は
私

法
研
究
所
の
所
長
を
勤
め
、
か
つ
、
大
学
院
に
お
い
て
も
指
導
に
あ
た
っ
た
。

　
そ
し
て
、
国
際
的
に
も
、
国
際
法
律
学
協
会
(
A
s
o
c
i
a
c
i
o
n

I
n
t
e
n
a
c
i
o
n
a
l
d
Q
c
i
e
n
c
i
a
s
J
u
r
i
d
i
c
a
s
)
の
理
事
会
に
、
ラ
テ
ン
・

ア
メ
リ
カ
代
表
と
し
て
参
加
す
る
な
ど
、
国
際
的
に
も
活
躍
し
て
い
た
と
こ
ろ
一
九
六
五
年
一
〇
月
一
八
日
に
逝
去
さ
れ
た
。

　
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ド
イ
ツ
を
母
国
と
し
な
が
ら
、
イ
タ
リ
ア
の
大
学
で
で
も
学
び
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、
ウ

ル
グ
ア
イ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
お
よ
び
ヴ
ェ
ネ
ズ
ェ
ラ
で
、
法
律
学
者
と
し
て
、
ま
た
、
法
律
家
と
し
て
の
生
活
を
送
っ
た
。
こ
の
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よ
う
な
活
躍
を
可
能
な
ら
し
め
た
も
の
の
一
つ
は
語
学
に
関
す
る
彼
の
才
能
で
あ
ろ
う
。

三
　
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
逝
去
後
、
知
友
に
よ
っ
て
追
悼
記
念
論
文
集
が
二
九
六
七
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
七
九
〇

ぺ
ｌ
ジ
に
及
び
大
冊
で
、
次
の
よ
う
に
二
四
の
論
文
が
九
カ
国
の
学
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
題
目
と
寄
稿
者
の
氏
名
の
み
か
か

げ
て
み
ょ
う
。

　
　
L
i
b
r
o
-
H
o
m
e
n
a
j
e

a

l
a

M
e
m
o
r
i
a

d
e

R
o
b
e
r
t
o

G
o
l
d
s
c
h
m
i
d
t
｡

1
9
6
7
｡

(
U
n
i
v
e
r
s
i
d
a
d
c
e
n
t
r
a
l

d
e

V
e
n
e
z
u
e
l
a
｡

F
a
c
u
l
t
a
d
d
Q
{
‥
}
a
Q
l
o
)
｡

7
9
2
p
.

　
法
哲
学

　
　
法
律
世
界
の
試
行
理
論
序
説
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国
立
ト
ウ
ク
マ
ー
ン
大
学
教
授
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）

W
e
r
n
e
r
G
o
l
d
s
c
h
m
i
d
t

　
法
に
お
け
る
人
の
観
念
の
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
教
授
（
ド
イ
ツ
）
　

U
l
r
i
c
h
K
l
u
g

　
比
較
法
の
最
近
の
傾
向
に
関
す
る
若
干
の
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ズ
破
毀
院
判
事
・
パ
リ
比
較
法
協
会
会
長
　
　
　
M
a
r
c

A
n
c
e
l

　
私
法
の
国
際
的
統
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
リ
大
学
教
授
（
フ
ラ
ン
ス
）

R
e
n
e
D
a
v
i
d

　
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
マ
ル
ク
ズ
主
義
の
影
響
を
受
け
た
法
律
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
（
米
国
）
　
　
　
J
o
h
n

N
.

H
a
z
a
r
d

　
契
約
の
成
立
に
お
け
る
効
果
意
思
と
表
示
意
思
の
相
互
の
比
較
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ラ
ッ
セ
ル
大
学
教
授
（
ベ
ル
ギ
ー
）
　
　
　
J
e
a
n

L
i
m
e
n
s

　
比
較
法
の
若
干
の
問
題
（
特
に
家
族
法
に
関
し
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
大
学
外
国
法
・
国
際
私
法
研
究
所
所
長
（
ド
イ
ッ
）

W
o
l
f
r
a
mM
i
i
l
l
e
r
-
F
r
e
i
e
n
f
e
l
s

民
　
法

　
い
わ
ゆ
る
階
層
的
所
有
権
の
沿
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
ト
ラ
ル
大
学
教
授
（
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
）

A
n
g
e
l
c
r
r
t
o
r
7
K
o
o
t
a

　
ヴ
ェ
ネ
ズ
ェ
ラ
に
お
け
る
著
作
権
の
譲
渡
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セ
ン
ト
ラ
ル
大
学
教
授
（
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
）
　
　
　
J
o
s
e

M
e
l
i
c
h
-
O
r
s
i
n
i

　
土
地
通
行
法
の
定
め
る
補
償
義
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
ト
ラ
ル
大
学
教
授
（
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
）
　
　

G
e
r
tK
u
m
m
e
r
o
w

　
ヴ
ェ
ネ
ズ
ェ
ラ
に
お
け
る
債
務
者
の
遅
滞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
ト
ラ
ル
大
学
教
授
（
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
）
　
　
　
J
o
s
e

M
e
l
i
c
h
-
〇
訟
器

商
　
法

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
法
に
お
け
る
手
形
・
小
切
手
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ー
ル
ド
バ
大
学
教
授
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）
　
　

}
{
l
t
O
H
C
a
m
a
r
a

　
一
人
会
社
お
よ
び
有
限
責
任
個
人
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ラ
ノ
大
学
教
授
（
イ
タ
リ
ア
）
　
　

A
n
g
e
l
o
C
a
m
a
r
a

　
手
形
債
務
の
供
託

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ド
レ
・
ベ
ジ
ョ
記
念
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
教
授
（
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
）
　
　
　
J
o
s
e

M
e
r
c
i
-
A
b
r
a
h
a
m

　
ロ
ベ
ル
ト
・
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
現
代
商
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
米
比
較
法
研
究
所
所
長
（
ホ
ン
デ
ご
ラ
ス
）
　
　

}
″
o
ざ
a
t
o
}
r
白
{
『
a

　
商
法
の
副
次
的
法
源
に
対
す
る
商
事
法
の
類
推

　
　
　
　
　
　
　
ミ
ラ
ノ
・
ル
イ
ギ
・
ボ
コ
ニ
商
科
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　

A
n
g
e
l
oS
t
r
a
f
f
g
.
記
念
比
較
商
法
･
産
業
法
・
労
働
法
研
究
所
所
長
（
イ
タ
リ
ア
）

M
a
r
i
oR
o
t
o
n
d
j
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民
事
訴
訟
法

　
証
拠
法
の
存
在
と
限
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
立
リ
ト
ラ
ル
大
学
教
授
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）
　
　

S
a
n
t
i
a
g
oS
e
n
t
i
sM
e
l
e
n
d
o

　
国
の
司
法
機
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
ト
ラ
ル
大
学
教
授
（
ヴ
ェ
ネ
ズ
ラ
ラ
）

A
r
i
s
t
i
d
e
s
R
e
n
g
e
l
-
R
o
m
b
e
r
g

国
際
私
法

　
国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
概
念
の
解
釈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
マ
大
学
教
授
（
イ
タ
リ
ア
）
　

E
m
i
l
i
o
B
e
t
t
i

　
ヴ
ェ
ネ
ズ
ェ
ラ
草
案
の
一
般
規
定
と
国
際
私
法
の
最
近
の
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ィ
ー
ン
大
学
比
較
法
研
究
所
所
長
　
　

叩
i
店
口
∽
訃
w
i
n
d

　
適
用
可
能
の
外
国
法
の
調
査
お
よ
び
適
用
に
お
け
る
解
釈
の
機
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
ト
ラ
ル
大
学
教
授
（
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
）

B
e
n
i
t
o
S
a
n
s
o

行
政
法

　
行
政
契
約
の
一
方
的
変
更
に
関
す
る
政
府
の
権
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
ト
ラ
ル
大
学
教
授
（
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
）
　
　
　
A
U
a
m
-
R
a
n
d
o
l
p
h

B
r
e
w
a
c
･

　
行
政
行
為
研
究
序
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
ト
ラ
ル
大
学
教
授
（
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
）
　
　

}
白
d
必
Q
r
d
O
}
″
0
n
d
o
n
d
e

S
a
n
s
o
.
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四
　
次
に
、
追
悼
記
念
論
文
集
に
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
著
作
目
録
に
よ
っ
て
、
主
要
な
著
書
を
記
そ
う
。
ド
イ
ッ
語
、
ズ
ペ
イ
ン
語

お
よ
び
イ
タ
リ
ア
語
の
三
カ
国
語
に
わ
た
る
。

　

x
y
i
K

w
j
u
r
i
i
^
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v

e
r
s
c
n
m
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z
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n
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v
o
n
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R
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s
e
l
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c
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f
t
e
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1
9
3
0
｡
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e
r
l
i
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S
p
r
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n
g
e
r

V
e
r
l
a
g
)
.

j
x
e
c
e
m
i

t
e
n
a
e
m
e

n
e
t
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i
r
i
t
t
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d
e
l
l
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i
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t
d
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9
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F
i
r
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d
i
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r
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.
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.
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K
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V
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｡
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9
6
3
｡
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u
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d
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D
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M
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1
9
6
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"
V
e
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u
e
l
a
"
｡

1
9
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F
r
a
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k
{
q
t
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D
i
e

A
k
t
i
e
n
s
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t

i
n

V
e
n
e
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n
i
s
c
h
e
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R
e
c
h
t
｡

1
9
6
4
｡

F
r
a
n
k
?
μ

　
以
上
の
著
書
の
他
、
目
録
に
は
、
商
法
に
関
す
る
論
文
四
二
点
、
判
例
評
釈
一
三
点
、
謝
法
に
関
す
る
も
の
三
点
、
民
法
に
関
す
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る
論
文
二
一
点
、
判
例
評
釈
四
点
、
著
作
権
法
に
関
す
る
も
の
二
点
、
労
働
法
に
関
す
る
も
の
四
点
、
土
地
法
に
関
す
る
も
の
三

点
、
訴
訟
法
に
関
す
る
も
の
九
点
、
刑
法
に
関
す
る
も
の
一
一
点
、
法
一
般
に
関
す
る
も
の
九
点
、
そ
の
他
二
点
、
さ
ら
に
、
商
法

典
草
案
、
会
社
法
草
案
、
有
価
証
券
法
参
考
草
案
、
信
託
法
草
案
な
ど
、
参
加
し
た
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
の
立
法
の
草
案
一
四
点
が
あ
げ

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
精
力
的
な
多
作
に
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

五
　
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
商
法
論
に
ふ
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
の
著
書
C
u
r
s
o

d
e
D
e
r
e
c
h
oM
e
r
c
a
n
t
i
l
中
で
説
い
て

い
る
と
こ
ろ
を
要
約
す
る
と
。

　
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
従
来
、
説
か
れ
て
来
た
、
諸
説
、
商
法
を
消
費
の
法
と
対
照
的
の
富
の
分
配
お
よ
び
配
分
に
関
す
る

法
と
解
す
る
見
解
、
財
の
転
換
に
関
す
る
法
と
す
る
見
解
、
ロ
ッ
コ
の
説
を
却
け
、
そ
し
て
、
商
法
＝
企
業
法
説
を
次
の
よ
う
に
、

こ
の
考
え
方
も
不
正
確
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
第
一
に
、
農
業
企
業
は
原
始
企
業
に
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
商
法
の
対
象
と
な
っ

て
お
ら
ず
、
ま
た
、
手
形
活
動
は
必
ず
し
も
企
業
と
の
間
で
行
な
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
他
方
、
企
業
法
は
組
織
化
さ
れ
た
活
動

を
予
定
す
る
が
、
商
法
に
は
偶
発
的
、
孤
立
的
行
為
も
規
定
さ
れ
て
い
る
、
と
。

　
右
の
よ
う
に
諸
説
を
批
判
す
る
が
、
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
、
商
法
の
本
質
は
歴
史
的
観
点
か
ら
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
の
み
で
、
そ
の
本
質
を
Q
ﾐ
宕
の
中
で
は
明
確
に
さ
れ
な
い
。

　
ロ
ベ
ル
ト
・
ラ
ミ
レ
ー
ズ
(
R
o
b
e
r
t
o

R
a
m
i
r
e
昌
に
よ
れ
ば
、
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
商
法
を
商
人
に
関
す
る
法
と
解
し
て

い
た
、
と
い
う
。
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六
　
経
済
法
に
つ
い
て
、
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
雑
誌
『
ラ
・
レ
イ
』
誌
に
短
い
論
文
E
l

D
e
r
e
c
h
o

E
c
o
n
o
m
i
c
o
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
所
説
を
紹
介
し
よ
う
。

　
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
で
経
済
法
が
誕
生
し
た
事
情
か
ら
始
め
て
、
ヘ
ー
デ
マ
ン
の
旧
説

（
世
界
観
説
）
を
紹
介
し
、
次
い
で
、
一
九
世
紀
と
二
〇
世
紀
の
経
済
構
造
の
違
い
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
経
済
法
を
方
法
で
は
な
く

て
法
の
新
し
い
一
部
門
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
が
支
配
的
で
あ
り
、
そ
の
証
左
と
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
敗

戦
に
よ
り
、
ド
イ
ッ
の
経
済
構
造
が
比
較
的
早
期
に
変
革
さ
れ
た
結
果
、
経
済
法
が
早
期
に
誕
生
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
後
に
、
経

済
法
の
概
念
に
関
す
る
諸
説
の
う
ち
、
「
も
っ
と
も
定
着
し
た
考
え
方
が
組
織
経
済
の
法
、
特
に
経
済
指
導
の
法
、
特
殊
形
態
の
組

織
の
法
と
い
う
も
の
の
よ
う
で
あ
る
」
と
、
伯
父
ハ
ン
ス
の
学
説
を
継
承
し
、
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
「
実
際
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
法
部
門
が
社
会
状
態
の
新
し
い
様
相
に
照
応
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
経
済
法
の
概
念
は
経
済
組
織

の
事
実
に
基
礎
を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
国
家
ま
た
は
そ
の
他
の
公
共
団
体
の
干
渉
に
由
来
す
る
組
織

も
、
個
人
の
団
体
の
介
入
か
ら
発
生
す
る
も
の
も
、
経
済
法
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
包
含
さ
れ
る
の
は
、
関
係
行
政
官

庁
お
よ
び
行
政
裁
判
所
の
設
置
、
自
由
な
経
済
取
引
の
制
限
、
公
共
事
業
、
市
場
組
織
、
信
用
・
通
貨
制
度
で
あ
る
。
経
済
法
を
こ

の
意
味
に
お
い
て
論
ず
る
べ
き
か
、
の
問
題
は
、
決
し
て
一
つ
の
法
系
の
み
に
限
定
す
べ
き
問
題
で
は
な
い
。
け
だ
し
、
経
済
的
傾

向
は
ど
こ
で
で
も
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。
種
々
の
国
の
法
制
の
比
較
に
よ
っ
て
、
世
界
経
済
法
が
も
た
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
。
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以
上
、
ホ
ア
キ
ー
ン
・
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ズ
と
ロ
ベ
ル
ト
・
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
焦
点
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
ヨ
ｌ
ロ
ッ
パ
出
身
の
四
人
の
学
者
の
業
績
を
と
り
あ
げ
た
。
そ
れ
を
要
約
し
な
が
ら
、
若
干
の
私
見
を
述
べ
て
、
結
び
と

し
よ
う
。

　
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
学
者
が
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
移
住
な
い
し
転
出
を
余
儀
さ
せ
ら
れ
た
の
は
い
ず
れ
も
、
第
二
次
世
界
大
戦

勃
発
前
後
の
政
治
情
勢
お
よ
び
戦
乱
で
あ
っ
た
（
革
命
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
転
出
し
た
ヴ
イ
ノ
グ
ラ
ー
ド
フ
の
場
合
を
想
起
さ

せ
る
）
。
も
し
も
そ
の
よ
う
な
事
変
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
学
者
は
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
移
住
す
る
こ
と
な
く
、
母
国
で
平
穏

な
生
活
を
送
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
受
入
国
の
好
条
件
に
ひ
か
れ
て
移
住
す
る
近
時
の
頭
脳
流
出
の
場
合
と
は
違

い
が
あ
る
。

　
次
に
、
こ
れ
ら
の
学
者
の
う
ち
、
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ズ
お
よ
び
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
で
、
研
究
・
教
育
お

よ
び
立
法
の
三
面
に
お
い
て
非
常
に
活
躍
し
、
大
き
く
貢
献
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
次
の
二
つ
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。

　
一
つ
は
、
こ
の
よ
う
な
外
国
出
身
の
学
者
に
活
躍
を
許
す
と
い
う
こ
と
は
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
法
律
学
者
の
層
の
薄

さ
と
い
う
も
の
を
、
特
に
ヴ
ェ
ネ
ズ
ェ
ラ
の
場
合
に
推
測
せ
し
め
る
。

　
二
つ
は
、
こ
れ
ら
の
学
者
の
業
績
の
影
響
で
あ
っ
て
、
法
の
継
受
に
お
け
る
人
事
交
流
の
効
果
と
し
て
今
後
取
上
げ
て
み
た
い
。
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最
後
に
、
ヴ
ィ
テ
ル
ボ
お
よ
び
オ
ッ
・
カ
プ
デ
キ
ー
は
、
そ
の
後
、
母
国
に
帰
還
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
い
わ
ば
亡
命
の
生
活

の
苦
し
さ
、
あ
る
い
は
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
劣
悪
な
研
究
条
件
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
学
者
の
国
際
的
移
動
に
お
け
る
困

難
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
本
橋
で
取
上
げ
た
の
は
わ
ず
か
に
四
つ
の
事
例
に
す
ぎ
ず
、
今
後
も
資
料
を
収
集
し
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
法
律
学
者

の
実
態
を
理
解
す
る
こ
と
に
努
め
た
い
。
こ
れ
も
、
側
面
的
で
は
あ
る
が
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
法
を
認
識
す
る
一
つ
の
方
法
と
思

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

追
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稿
は
一
〇
月
の
一
橋
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経
済
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に
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〕
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